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１ 栗山町景観計画の運用に向けて 

（1）運用指針（ガイドライン）の位置づけと役割 

 栗山町は、平成 25 年 4 月 1 日、景観法に基づく「景観行政団体」になりました。 

さらに同年 7 月 10 日、「栗山町景観計画」を決定し、10 月 1 日より、景観計画に基づ

いた栗山町独自の景観づくりが全面的にスタートすることとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観行政団体になったことにより、平成 25 年 4 月 1 日から行っていた「北海道景観計

画」に基づいて行っていた景観行政事務は、10 月１日からは「栗山町景観計画」に基づい

て行うこととなります。 

このため、届け出が必要となる「届出対象行為」と守らなければならない「景観形成基

準」は栗山町独自のものとなります。 

本運用指針（ガイドライン）は、この景観計画に定められた「良好な景観形成のための

必要な事項」のうち、「届出の対象となる行為」「景観形成基準」について、町民、事業者

が、その趣旨や留意点等を適正に理解して景観に配慮したまちづくりを行っていただくた

めのガイドラインとして作成しています。 

  

年  月 景観法に基づく栗山町の取り組みの経緯 

平成 25 年 2 月 18 日 景観法に基づく景観行政団体への移行に伴う北海道との協議終了 

2 月 20 日 景観行政団体になる旨を公示 

4 月 1 日 

栗山町が景観行政団体に移行 

「栗山町景観条例」の一部施行 

「北海道景観計画」に基づく景観行政事務の運用を開始 

7 月 10 日 「栗山町景観計画」を決定 

10 月 1 日 
「栗山町景観条例」の全面施行 

「栗山町景観計画」に基づく景観行政事務の全面運用を開始 

平成 25 年 10 月 1 日より 
「栗山町景観計画」の運用がスタート 

栗山町の独自基準での運用となります 
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対象区域は栗山町全域です 
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（2）栗山町の目指す景観まちづくり 

私たちの住む栗山町は、国蝶オオムラサキが舞う御大師山をはじめ、多様な水生生物の

生息する夕張川などの優れた自然に恵まれ、なだらかに連なる丘陵やのどかに広がる田園

風景が、四季折々に多彩な表情を見せる農村景観の豊かな町です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「栗山町景観計画」では、 

 

 

 

を基本理念に、先人達が造り上げてきた「ふるさと栗山」の景観を、町民、事業者、行政

が一体となって“まもり”、“ととのえ”、“つくり”、“はぐくむ”ことを実践しながら、よ

り一層美しく調和のとれたものに育て、次代を担う子ども達の未来（あす）へと引き継い

でいくことを目標として掲げています。 

 

  

丘陵と田園の美しさを活かして

栗山ブランドの礎となる豊かな

農村景観をととのえる 

ふるさと栗山を感じる景観構成要素と

なっている美しい自然景観をまもる 

町民が主役となって未来（あす）の景観をはぐくむ 

歴史や自然等の地域の特性を

活かしてふれあいを育む魅力

的なまちなみ景観をつくる 

人と自然にやさしいふるさとの景観づくり 
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●景観をよくすると･･･、 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに･･･、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●このように一人ひとりの景観への取組は、 

 

 

 

 

 

 

へとつながります。 

優れた景観は多様な効果を地域にもたらします 

生活環境のレベルがアップします 

● 住まいやお庭、団地などの暮らしの環境がよくなります 

● お店や工場、農場などの働く場の環境がよくなります 

● 学校や病院、集会所など公共施設の環境がよくなります 

● 公園や道路、川などまちの環境がよくなります 

● レクリエーションの場となる自然や施設の環境がよくなります 

景観づくりの効果 

1 
直接的な 

効果として 

地域のイメージをアップさせます 2 
間接的な 

効果として 

● 景観に対する意識を共有することにより、地域の絆が強まります 

● ごみを捨てなくなるなど、一人ひとりの環境や景観に対するモラルが向上します 

● 地域への愛着と誇りが芽生え、住み続けたいという気持ちを育みます 

● 観光資源の魅力が高まり、まちのイメージ発信力や集客力が向上します 

● 地域の産品に付加価値がついて、地域ブランド力が向上します 

様々な暮ら

しの場面の

環境を向上 

栗山町の地

域イメージ

を強化 

栗山町の 

ブランド 

力を高 

栗山町
全体の
活性化 させ し、 め、 
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２ 届出の対象行為・手続きと解説 

（1）届出の対象となる行為（景観計画より抜粋） 
栗山町全域において、次に定める行為が届出対象の行為となります。 

種別 届出対象行為 規 模 

建築物 
新築、増築、改築、移転 

延べ面積
200 ㎡又は
高さ 10ｍを
超えるもの 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 
上記の規模を超える建築物で外観の 2

分の１を超えるもの 

工作物 

新設、
増築、
改築、
移転 

柵、塀、擁壁その他これらに類する工作物 
（特定公共施設、鉄道事業法（昭和 61 年法律
第 92 号）第 8 条第 1 項に規定する鉄道施設
の用に供するものを除く。） 

高さ2mを超
えるもの 

・鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他こ
れらに類する工作物 
（特定公共施設、鉄道事業法第 8 条第 1 項
に規定する鉄道施設又は電気供給のための
電線路及び有線電気通信のための線路の支
持物を除く。） 

・煙突、排気塔その他これらに類する工作物 
・物見塔、装飾塔その他これらに類する工作物 
・彫像、記念碑その他これらに類する工作物 
・観覧車、コースター、ウォーターシュートその他

これらに類する遊戯施設 
・自動車車庫の用に供する立体的な施設 
・アスファルトプラント、コンクリートプラントその他

これらに類する製造施設 
・石油、ガス、穀物、飼料その他これらに類する

ものの貯蔵又は処理の用に供する施設 
・汚物処理場、ごみ焼却場、産業廃棄物処理

施設その他これらに類する処理施設の用途に
供する工作物 

・高架水槽その他これらに類する工作物 
・その他町長が指定するもの 

築造面積 100 ㎡又は高さ 10ｍ（建築
物と一体となって設置される場合は、地
盤面から当該工作物の上端までの高さが
10m）を超えるもの 

太陽光発電設備その他これらに類する工作物 
築造面積 1,000,㎡又は高さ 5m を超え

るもの 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 
 上記の種類及び規模の工作物で外観
の 2 分の 1 を超えるもの 

開発行為 
・都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）に規定する開
発行為 

 当該行為に係る土
地の面積が 3,000 ㎡
を超えるもの 

 

 
 
その他 

 

・土地の形質の変更（都市計画法に規定する開発行為を
除く） 

 当該行為に係る土
地の面積が 3,000 ㎡
を超えるもの 

・屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の
堆積（雪、農業の用に供する有機物資源（堆肥）の堆
積を除く） 

堆積物の高さ３ｍ
かつ面積 1,000 ㎡を
超 え 、 堆 積 期 間 が
30 日以上のもの 

届 け 出 る
必 要 の な
い行為 

・上記の規模に満たない行為 
・通常の管理行為、非常災害のための応急措置として行う行為など 
・景観づくりに支障を及ぼすおそれがないと町長が認める行為 

延べ面積200㎡超

高さ 

10m超

土地面積 3,000 ㎡超 

高さ 
3m 超 

堆積面積 1,000 ㎡超 

高さ 

2m 超 

築造面積 100 ㎡超 

高さ 

10m 超 

建物と一体

の場合 

高さ 

10m 超 
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（2）届出対象行為の解説 
各届出対象行為については、以下のページで図解等により説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

建
築
物 

●新築、増築、改築、移転 

●外観を変更する修繕、模様替え

又は色彩の変更 

●柵、塀、擁壁

その他これ

らに類する

工作物 

新設、増築、

改築、移転、 

外観を変更す

る修繕、模様

替え又は色彩

の変更 
●その他の工

作物 

③ 開発行為 

④ 土地の形質変更 

② 

工
作
物 

⑤ 屋外における土石、廃棄物、再生資源

その他の物件の堆積 

届 出 対 象 行 為 

8ｐ 

8ｐ 

9ｐ 

9ｐ 

12ｐ 

12ｐ 
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① 建 築 物 
※建築物（建築基準法第 2 条第 1 項）： 

→土地に定着する工作物のうち、屋根及び柱若しく

は壁を有するもの、これに附属する門若しくは塀、

観覧のための工作物又は地下若しくは高架の工作

物内に設ける事務所、店舗、興行場、倉庫その他こ

れらに類する施設をいい、建築設備を含むもの。 

● 新築、増築、改築、移転 

延べ面積 200 ㎡又は高さ 10ｍを超えるもの 

延べ面積 200 ㎡を超える 高さ 10ｍを超える 

● 外観の修繕、模様替え又は色彩の変更 

延べ面積 200 ㎡又は高さ 10ｍを超える建築物で、外観の 2分の 1を超えるもの 

各立面の外観の変更面積がその面の 2分の 1を超える場合、届出が必要です 

新
築
、
移
転 

増
築
、
改
築 

増築・改築後の延べ面
積が 200 ㎡を超える 

増築・改築後の高さ
が 10ｍを超える 

※増築と改築に係る床面積が 10 ㎡以下の
軽微な行為は届出を要しない。 
（栗山町景観条例施行に関する要綱第 3条） 

10m

以下 

100 ㎡以下 

ただし 

→13 頁参照。 
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②  工  作  物 

● 柵、塀、擁壁その他これらに類する工作物 

高さ 2ｍを超えるもの 

高さ 2m を超える 高さ 2ｍを
超える 

● その他の工作物 

新設、増築 
改築、移転 

※ただし、以下のものは除く。 
・景観法第 8条第 2項第 4号に規定する特定公共施設 
・鉄道事業法第 8条第 1項に規定する鉄道施設 

外観を変更する修繕、 
模様替え又は色彩の変更 

高さ2ｍを超える工作物で、外観の
2分の 1を超えるもの 

各立面の外観の変更面
積がその面の 2 分の 1
を超える場合、届出が
必要です 

新設、増築、改築、移転 

築造面積 100 ㎡又は高さ 10ｍ（建築物と一体となって設置される場合は、地盤

面から当該工作物の上端までの高さが 10m）を超えるもの 

鉄筋コンクリー
ト造の柱、鉄柱、
木柱その他これらに

類する工作物 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

※ただし、以下のものは除く。 
・景観法第 8条第 2項第 4号に規定する特定公共施設 
・鉄道事業法第 8条第 1項に規定する鉄道施設 
・電気供給のおための電線路及び有線電気通信のための線路の支持物 
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煙突、排気塔その

他これらに類する工
作物 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

物見塔、装飾塔そ

の他これらに類する工
作物 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

彫像、記念碑その

他これらに類する工
作物 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

観覧車、コース
ター、ウォータ
ーシュートその他

これらに類する遊戯
施設 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

自動車車庫の用

に供する立体的

な施設 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

アスファルトプ
ラント、コンク
リートプラント
その他これらに類する

製造施設 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 
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外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 

石油、ガス、穀

物、飼料その他これ

らに類するものの貯

蔵又は処理の用

に供する施設 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

汚物処理場、ご
み焼却場、産業
廃棄物処理施設
その他これらに類する

処理施設の用途
に供する工作物 

高架水槽その他こ

れらに類する工作物 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 

建築物と一体の
工作物 

地盤面から工作物の上

端までの高さが 10mを超

える 

築造面積 100 ㎡又は高さ 10ｍを超える工作物で、外観の 2分の 1を超えるもの 

各立面の外観の変更面
積がその面の2分の 1を
超える場合、届出が必要
です 

高さ 10m を超える 

築造面積 100 ㎡を超える 
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⑤ 屋外における土石、廃棄物、再
生資源その他の物件の堆積  

 

③  開  発  行  為 
④  土 地 の 形 質 の 変 更 

当該行為に係る土地の面積が 3,000 ㎡を超えるもの 

面積が 3,000 ㎡を超える 

土地の形質 
の変更 

※開発行為（都市計画法第 4 条第 12 項）： 

→主として建築物の建築又は特定工作物

の建設の用に供する目的で行う土地の区

画形質の変更をいう。 

※土地の形質の変更： 

→土地の形状を変更する行為全般をいう。

一般的なものとして「青空駐車場」が該当。 

堆積物の高さ３ｍかつ面積 1,000 ㎡を超え、堆積期間が 30 日以上のもの 

高さ 3m かつ 

面積 1,000 ㎡を超え、 

堆積期間が 30 日以上 

開発行為 

※ただし、以下のものは除く。 
・雪、農業の用に供する有機物資源（堆肥）の堆積 
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●景観づくりに支障を及ぼすおそれがないと町長が認める行為 
（栗山町景観条例第 11条） 

 
●建築物の増築と改築に係る床面積が 10 ㎡以下の軽微なもの 
（栗山町景観条例施行に関する要綱第 3条） 

届け出る必要のない行為 

景観法において届出を不要としている行為 

 
●通常の管理行為、軽易な行為 
（景観法第 16 条第 7項第 1 号） 

 
●地下に設ける建築物や工作物の建設等 
（景観法施行令第 8条第 1号） 

 
●仮設の工作物の建設等 
（景観法施行令第 8条第 2号） 

 
●非常災害のため必要な応急措置として行う行為 
（景観法第 16 条第 7項第 2 号） 

 
●その他法令等の規定に基づき行われる行為 
（景観法第 16 条第 7条第 3 号～11 号） 

栗山町景観条例において規定する行為 

10 ㎡以内 
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（3）届出の手続き 
 

 

 

 

 

●届出の対象となる行為を行う場合は、景観法に基づき着手の 30 日前までに届出が必要

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出の流れ 

 

事前相談（建設水道課） 

行為の届出（30日前） 

適合審査 

適

適合通知 

（着手制限解
除の通知を兼

ねる。） 
 
 

行為の着手 

勧 告 
（届出から 30日以

内） 

変更命令 

計画変更 罰則 

適

※届出から 30 日間は行
為の着手が制限され
ます。（法第 18 条） 

勧告 
行為の内容が、景観形成基準に適合しない場合、届

出から 30 日以内に行ないます。 

勧告に従わない場合、その旨を公表する場合があり

ます。 

変更命令 
勧告に従わなかった場合、届出か

ら 30 日以内に行います。（90 日を

上限に町が期間を延長する場合が

あります。） 

罰則（景観法） 

●届出をしなかった場合又は虚偽の届出をした場合、30 万円以下の罰金に処せられることがありま

す。【法 102 条】 

●変更命令に従わなかった場合、50 万円以下の罰金に処せられることがあります。【法 101 条】 

※変更命令の対象
は、「建築物・工

作物の形態・意
匠・色彩」です。

届出の流れ 

不適合 

栗山町の景観づくりの考え方を踏まえ、
景観形成基準に基づいて計画いただく
ため、事前にご相談下さい。 

景観形成基準への適合を審査します。 

景観法に基づく行為の届出は、平成 25 年 11 月 1 日以後に着手する行為から適用しま

す。届出の受付は、平成 25 年 10 月 1 日からとなります。 
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●各行為の所定の届出書（様式第 1 号又は第 2 号）と共に、以下の書類を揃えて届出を

行って下さい。 

●届出内容に変更が生じた場合は、速やかに変更行為の届出（様式第４号）を行って下さ

い。 

行為の種類 

届
出
書
（所
定
様
式
） 

①
付
近
見
取
図 

②
配
置
図 

③
各
階
の
平
面
図 

④
立
面
図 

⑤
地
籍
図 

⑥
平
面
図 

⑦
断
面
図
等 

⑧
現
況
写
真 

⑨
そ
の
他 

建築物 
新築、増築、改築、移転 様式 1 ◎ ◎ ◎ ◎ － － － ◎ ○ 

外観を変更する修繕、模様
替又は色彩の変更 

様式 1 ◎ ＊ ＊ ○ － － － ◎ ○ 

工作物 
新設、増築、改築、移転 様式 1 ◎ ◎ ◎ ◎ － － － ◎ ○ 

外観を変更する修繕、模様
替又は色彩の変更 

様式 1 ◎ ＊ ＊ ○ － － － ◎ ○ 

開発行為 様式 2 ◎ － － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

土地の形質変更 様式 2 ◎ － － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

土石、廃棄物、再生資源等の堆積 様式 2 ◎ － － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

◎必ず添付する書類 

○必要と認められた場合添付する書類 

＊添付を省略できる書類（栗山町景観条例施行規則第 7 条第 3 項） 

－非該当 

①付近見取図 1/2,500 程度 建築物又は工作物の敷地の位置及び当該敷地の周辺の状況を表示する図面 

②配置図 1/200 程度 当該敷地内における建築物又は工作物の位置を表示する図面 

③各階の平面図 1/100 程度 建築物である場合に限り、各階ごとの平面図 

④立面図 1/100 程度 建築物又は工作物の彩色が施された４面の立面図 

⑤地籍図 1/2,500 程度 当該行為を行う土地の筆ごとの境界及び地番を表示する図面 

⑥平面図 1/200 程度 変更前及び変更後の土地の形状又は設置物の形状を表示する図面 

⑦断面図等 1/200 程度 変更前及び変更後の土地の形状又は設置物の形状を表示する図面 

⑧現況写真 ― 当該敷地及び当該敷地の周辺の状況を示すカラー写真（二方向以上） 

⑨その他 その他必要と認める図書 

 

 

 

 

 

  

届出に必要な書類 

● 届出の受付窓口 ● 

栗山町 建設水道課（栗山町役場庁舎 2階） 

Tel：0123-73-7513（直通） ／ Fax：0123-72-6355 
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３ 景観形成基準と解説 

（1）景観形成基準（景観計画より抜粋） 
良好な景観の形成のための行為の基準を以下に示します。 

対象 
行為 

項  目 基  準 

建
築
物 

高さ 
・周囲の景観から突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除い

て※13ｍ（20ｍ）以下とする。 

形態・意匠・色彩 

・周囲と調和する形状とするよう努める。 
・外壁・屋根は周囲と調和する目立たない色彩とする。【別表１に

よる】 
（各立面においてアクセントとして概ね２割の範囲内で用いる
色彩はこの限りではない） 

・多くの色彩やアクセント色を使用する場合は、色彩相互の調和及
びバランスに配慮する。 

・同一敷地内に複数の建築物が存在する場合は、建物相互の色彩の
調和に努める。 

・オイルタンクや室外機・屋上設備等など、建築物に付属する設備
等は可能な限り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをする等の
工夫を行う。 

配置 ・周辺景観との調和と良好な展望に配慮した位置・配置とする。 

緑化 
・既存の樹木を適切に保全するとともに、農村部では新たに樹木を

植栽するなど修景及び緑化に努める。 

工
作
物 

高さ 
・周辺の景観から突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除い

て※13ｍ（20ｍ）以下とする。 

形態・意匠・色彩 

・建築物本体とのデザインの調和を図る。 
・擁壁などについては、威圧感を軽減するよう、形状、素材感の工

夫、壁面の緑化、前面の植栽など修景措置を行う。 
・立体の施設は、外周部に樹木を植栽するなど修景措置を行う。 
・工作物の表面は周囲と調和する目立たない色彩とする。【別表１

による】 
 （各立面においてアクセントとして概ね２割の範囲内で用いる色

彩はこの限りではない） 
・多くの色彩やアクセント色を使用する場合は、色彩相互の調和及

びバランスに配慮する。 

配置 
・道路その他の公共の場所からの見え方に配慮する。 
・やむを得ず高さが※１３ｍ（20ｍ）を超えるときは、できる限り

目立たない位置に配置する。 

緑化 
・既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するな

ど、緑化に努める。 
開発 
行為 

形状・緑化 
・できる限り自然の地形を活かすよう配慮し、道路その他の公共の

場所から見える箇所では、のり面・擁壁などの配置はできるだけ
避ける。 

・切り土・盛土によって生じるのり面は、可能な限り土羽（突き固
める）によるものとし、やむを得ず擁壁を設置する場合は、必要
最小限に留めるとともに、仕上げの工夫または前面の植栽などに
よる修景措置を行う。 

・既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するな
ど、緑化に努める。 

そ
の
他 

土地の形質変更
（都市計画法に
規定する開発行
為を除く） 

屋外における土
石、廃棄物、再生
資源その他の物
件の堆積 

・屋外における物の堆積は道路その他の公共の場から容易に見え
る箇所での堆積は避ける。 

・やむを得ず堆積する場合は、周囲からの見え方に配慮し、出来る
限り低い高さに抑えるとともに、外周部に樹木を植栽するなど修
景を行う。ただし、その都度町と協議すること。 

※（ ）の外の数字は、自然景観区域、農村景観区域、中の数字は、まちなみ景観区域の基準値 
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（2）景観形成基準の留意事項及び解説 
各行為の景観形成基準を以下のページで図解等により説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■建築物 

■工作物 

33

■開発行為 

■土地の形質変更 

①高さ 18

■屋外における土石、廃棄物、再生資源

その他の物件の堆積 
36

④付帯設

備 
24

②形態・意

匠 
19 ⑤配置 25

③色彩 20 ⑥緑化 26

①高さ 27 ④色彩 30

②形態・意

匠 
28 ⑤配置 31

③修景 29 ⑥緑化 32
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① 高さ 

 

 

・背後の自然景観

の眺望・見通しに

配慮しましょう。 

・周辺の木々との

調和に配慮しまし

ょう。 

・建築物の高さは

13m 以下としま

す。 

緩やかに連なる丘陵の森林を背景に、そのすそ野に広がる丘陵地から平野

部にかけては田畑が広がり、低層で点在する集落や住宅、屋敷林がアクセントとなって

美しい田園景観を形成しています。これらの景観を後世に引き継いでいくため、今後の

建築にあたっても自然景観・農村景観に配慮した低層な高さが望まれます。 

 

・周囲の景観から突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除いて、自然

景観・農村景観区域では 13ｍ以下、まちなみ景観区域では 20ｍ以下とす

る。 
基準 

自
然
景
観
・
農
村
景
観
区
域 

建築物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

 

 

・近隣の建物の高

さとの調和に配慮

しましょう。 

・建築物の高さは

20m 以下としま

す。 

栗山市街地、角田、継立、日出地区のまちなみは、周辺の自然景観や農村景

観と調和し、2～3 階の建物を中心としたゆとりある街なみが形成されています。今後

の建築にあたっても、現在のゆとりある街なみに配慮した中低層な高さが望まれます。 

ま
ち
な
み
景
観
区
域 

趣 旨 

留意点 イメージ 

スカイラインの調和に配慮 

13m

以下

20m

以下
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② 形態・意匠 

 

 

・周囲の自然景観

や既存の建築物の

形態・意匠を調査

し、地域の特性や

周辺景観と調和す

るように計画しま

しょう。 

 

 

 

・奇抜なデザイン

等 の 突 出 した 形

態・意匠を避け、

周囲と調和するよ

うに配慮しましょ

う。 

 

 

 

・建築物の意匠や

外壁の色彩や素材

が、周辺の環境の

中でどう見えるか

をチェックし、周

辺と調和するよう

に 配 慮 し まし ょ

う。 

 

建築物は、周辺の建築物等と調和し景観を形成していくものであり、自己

主張の強すぎる建築物は、これまで培ってきた地域の特性や周辺景観を損なうおそれが

あります。良好な景観の形成のためには、計画建築物単体だけを見るのではなく、周囲

の自然景観や既存建築物等との調和に配慮する必要があります。 

・周囲と調和する形状とするよう努める。 基準 

全
区
域
共
通 

建築物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

周辺と調和のと
れた形状 

栗山町で古くより使用されてきた形態や素材の例 

文化屋根 
（ギャンブレル屋根） 

外壁の色や素材の調和 

低層部の軒高やデザインの調和 

レンガ 
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③ 色彩 

 

 

・過度に鮮やかな

けばけばしく奇抜

な色彩の使用は避

け、落ち着いた低

彩度の色彩を基調

としましょう。 

 

 

 

 

・背景となる自然

景観や街なみの基

調となる色彩を十

分に考慮し、周辺

景観と調和する色

彩を基調としまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

・アクセント色と

して、けばけばし

い色彩を用いるこ

とができるのは各

立面面積の 1/5

以内とします。 

良好な景観づくりを進めるには、建築物の色彩を周辺の良好な環境と調和
させることが重要となります。栗山町の景観は自然と調和し「潤い」と「親しみ」の感
じられる「落ち着き」のある色彩の建築物によって形成されています。今後の建築にあ
たっても「落ち着き」の感じられる色彩により周囲の自然景観や既存建築物等との調和
に配慮する必要があります。 

・外壁・屋根は周囲と調和する目立たない色彩とする。【次頁：別表１による】 

（各立面においてアクセントとして概ね 2割の範囲内で用いる色彩はこの限

りではない） 
基準 

全
区
域
共
通 

建築物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

色相の調和 

色調の調和 

類似色の調和 

アクセント色は各立面面積の 1/5 以内 

※落ち着いた低彩

度の色彩の範囲

は次頁のとおり 
色相を揃える工夫を

した例 

異なる色相で色調を

揃える工夫をした例 

色相の隣り合うほぼ

同じ色彩で揃える工

夫をした例 

周辺と調和しない奇

抜な色彩の建築物 
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基調色として栗山町で使用できる色彩の範囲は次のとおりとします。 

また、周囲との調和を図るため止むを得ない場合は、その都度町と協議することとしま

す。 

【別表 1】建築物、工作物の色彩（マンセル表色系による） 

色 相 
全ての建築物の外壁と屋
根及び工作物の表面で 
使用できる色彩の範囲 

延べ面積 1,000 ㎡以下 
の建築物の屋根で 

使用できる色彩の範囲 

・R（赤）■、YR（黄赤）■系の色相 

・Y（黄）■系の色相 

・上記以外■■■■■■■の色相 

彩度 ８以下 

彩度 ６以下 

彩度 ４以下 

彩度 10 以下 

彩度 ８以下 

彩度 ６以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗山町で使用できる色彩の範囲 

※ただし、以下のものは上記の色彩の範囲に係わらず使用できるものとします。 

・木材・レンガ・コンクリート・石など、表面に着色を施していないものの色彩や、ガラス

材（表面、内部及び裏面に着色を施していないもの）の色彩。 

全ての建築物の外壁と屋根及び工作物の表面で使
用できる色彩の範囲 

延べ面積 1,000 ㎡以下の建築物の屋根で使用できる
色彩の範囲 

青緑（BG）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

青（B）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

赤紫（RP）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

紫（P）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

青紫（PB）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

緑（G）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

黄赤（YR）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

黄（Y）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

黄緑（GY）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

赤（R）系の色相 

明
度 

彩度 

5 

1 

2 

3 

4 

6 

8 

7 

9 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 
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本景観計画運用指針では、日本工業規格（JIS）の標準色として利用されている「マンセル表色系」

を用いて色彩の基準を表現しています。 

 

●マンセル表色系とは 

色は①色相（色合い）、②明度（明るさ）、③彩度（鮮

やかさ）の三つの要素により表すことができ、これを

マンセル表色系と呼びます。 

 

①【色相（色合い）】 

色相は「色合い」のことで、Ｒ（赤）、Ｙ

（黄）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）、Ｐ（紫）を主要５

色相とし、それぞれの中間にＹＲ（黄赤）、

ＧＹ（黄緑）、ＢＧ（青緑）、ＰＢ（青紫）、Ｒ

Ｐ（赤紫）を加えた 10 色相を基準として分

割し表現します。右図のようにこれを環状に

時計回りに循環させて並べたものを色相環

と呼びます。 

 

②【明度（明るさ）】・③【彩度（鮮やかさ）】 

下の図は色相環から５Ｒの色相を取り出し、明度と彩度の度合いの順に並べたものです。 

 彩度は横方向の変化で鮮やかさを表し、数値が高くなるほど鮮やかになり小さく低くなる程く

すんだ色となります。彩度がゼロとなるとグレーとなり、これを無彩色と呼びます。 

 明度は縦方向の変化で、色の明るさを表し、数値が高くなるほど明るく（白っぽく）なり、小さ

いほど暗く（黒っぽく）なります。 

 
 

●マンセル表色系における色の表し方 

○有彩色の表現 

3 要素を【色相・明度／彩度】の順に表しま

す。 

右の赤い囲み□の色は 

と表現し、「5 アール 6 の３」と読み、色相が

「赤、明度 6、彩度 3」の色を表します。 

 

○無彩色の表現 

明度を示す数字にＮをつけて表します。 

青い囲み□の色は      と表現し、「エヌ 5」と読み、無彩色の明度 5 の色を表します。 

 

 

          
          

          
          
          

          
          
          
        

彩度 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 1 2 3 4 6 8 10 12 14 

 

明
度 

明るい 

暗い 

鮮やか くすんだ 

５R ６／３ 
 色相  明度  彩度 

Ｎ ５ 
色相  明度   

G 
色相環 

YR 

R 

RP 

P 

PB 
B 

BG 

GY 

Y 

色の表示方法 

色相が5Ｒの色票 
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・多くの色彩を用

いる場合は、色彩

相互の調和と周辺

景観との調和を考

慮しましょう。 

・アクセント色は

使用料を最小限に

抑え、部分的かつ

効果的に用いまし

ょう。 

多くの色彩やアクセント色を使用すると、周辺景観から浮き出た印象を与

えるなど周辺景観との調和を図ることが難しくなります。そのような場合は、全体とし

てのまとまりや周辺景観との調和を検討し、用いる色の数や、それら色彩相互の調和、

バランスに十分に配慮することが重要です。 

 

・多くの色彩やアクセント色を使用する場合は、色彩相互の調和及びバラン

スに配慮する。 基準 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

 

 

・特に農村部など

では、住宅、納屋、

物置等の建物相互

の色彩を同一色相

調和、同一色調調

和、類似色調和等

で揃える工夫をし

ましょう。 

同一敷地内に複数の建築物が存在する場合、建築物相互の色彩がばらばら

であると、全体として繁雑な印象を与えることになります。それぞれが周辺景観と調和

するとともに、建築物群としての全体のまとまりを考慮し統一した色彩を用いるなど建

築物相互の色彩の調和を図ることが重要です。 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

・同一敷地内に複数の建築物が存在する場合は、建物相互の色彩の調和に努

める。 基準 

周辺景観との調和を考慮し、アクセ
ント色を最小限かつ効果的に使用 

建物相互の
色彩を調和 
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④ 付帯設備 

 

 

・設備機器類は道

路等から見えにく

い位置に配置する

か、緑やルーバー

等で目隠しをしま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・壁面に付帯する

配管・ダクト類は

集約して配置しま

しょう。 

建築物に付属する設備等が、建築物本体から独立したり、目立ちすぎたり

すると繁雑な印象を与えることになります。このため、これらの設備と建築物等の全体

としてのまとまりに配慮し、可能な限り目立たない位置に設置したり、目隠しをしたり

する等の工夫が必要となります。 

・オイルタンクや室外機・屋上設備等など、建築物に付属する設備等は可能

な限り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをする等の工夫を行う。 基準 

全
区
域
共
通 

建築物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

道路等から見えにく
い位置に配置 

室外機や屋上設備が

道路等から見える位

置に設置されている。

見えにくい位置に配置移
動ができない場合は、ル
ーバー等により目隠し 

露出した設備機器類 配管等の集約 

道路 
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⑤ 配置 

 

 

・周辺の状況を十

分に調査し、街な

みの連続性や周辺

景観との調和に配

慮した配置としま

しょう。 

 

 

 

 

 

・周辺の自然環境

や地域文化など地

域の良好な景観資

源の展望に配慮し

た配置としましょ

う。 

 

 

 

・敷地内や隣接地

に景観資源がある

場合は、景観資源

を眺望できるよう

に配慮した配置を

工夫しましょう。 

地域の景観は、歴史や文化、気候風土を反映した人々の暮らしや産業の営
みが自然や風景と重なり合って培われるもので、栗山町に暮らす人々の意思や価値観が
栗山らしい形となって現れてくるものです。このような地域の特性が失われたり、周辺
の景観が損なわれたりしないよう、周辺の状況を十分に配慮したうえで、地域にふさわ
しい配置を検討することが重要です。 

・周辺景観との調和と良好な展望に配慮した位置・配置とする。 基準 

全
区
域
共
通 

建築物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

まちなみの連続性や周辺景観との調和に配慮 

中・遠景の
景観資源の
見通し等へ
の配慮 

景観資源を眺望できない 
配置の工夫によ
り眺望が可能 

景観資源 

主要な
展望地 

建物が展

望の邪魔

となる 

景観資源 

主要な
展望地 

景観資源 

道路 

景観資源 

道路 
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⑥ 緑化 

・既存の樹木を適切に保全するとともに、農村部では新たに樹木を植栽する

など修景及び緑化に努める。 基準 

建築物 

 

 

・ランドマークと

なる樹木や道路沿

いの樹木の伐採は

避けましょう。 

 

 

 

 

 

 

・樹木の伐採は必

要最低限に抑え、

屋敷林、シンボル

となる樹木は保全

や移植に配慮しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

・特に農村部では、

積極的に樹木を植

栽するなどの緑化

に務めましょう。 

樹木等の緑は、まちなみに潤いと安らぎをもたらすとともに、良好な景観

づくりには欠かせない重要な要素となります。このため、むやみに樹木を伐採すること

を避け、既存の樹木を積極的に残すとともに敷地内の緑化を図り、緑豊かな空間の創出

に配慮することが望まれます。 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

 

シンボルとなる樹木を考慮
した配置で建築を検討 

伐採を最小限にし、
屋敷林として保全 

良好な屋敷林を形成する農村部の住宅 

ランドマークと
なる樹木の保全 

道路沿いの
樹木の保全 

最小限の伐採 

シンボルと

なる樹木 

建築物 
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① 高さ 

 

 

・背後の自然景観

の眺望・見通しに

配慮しましょう。 

・周辺の木々との

調和に配慮しまし

ょう。 

・工作物の高さは

13m 以下としま

す。 

緩やかに連なる丘陵の森林を背景に、そのすそ野に広がる丘陵地から平野

部にかけては田畑が広がり、低層で点在する集落や住宅、屋敷林がアクセントとなって

美しい田園景観を形成しています。これらの景観を後世に引き継いでいくため、今後の

工作物の設置にあたっては、自然景観・農村景観に配慮した高さが望ましくあります。 

 

・周辺の景観から突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除いて、自然

景観・農村景観区域では 13ｍ以下、まちなみ景観区域では 20ｍ以下とす

る。 
基準 

自
然
景
観
・
農
村
景
観
区
域 

工作物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

 

 

・近隣の建物等の

高さとの調和に配

慮しましょう。 

・工作物の高さは

20m 以下としま

す。 

栗山市街地、角田、継立、日出地区のまちなみは、周辺の自然景観や農村景

観と調和し、2～3 階の建物を中心としたゆとりある街なみが形成されています。今後

の工作物の設置にあたっては、現在のゆとりある街なみに配慮した高さが望ましくあり

ます。 

 
ま
ち
な
み
景
観
区
域 

趣 旨 

留意点 イメージ 

まちなみから突出
しないように配慮 

13m

以下

20m

以下

背後への眺望や周辺の
木々との調和に配慮 
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② 形態・意匠 

・建築物本体とのデザインの調和を図る。 基準 

工作物 

 

 

・特に煙突等の柱

状や塔状の工作物

は建築物本体と調

和させる等、でき

る限りすっきりと

した形態・意匠と

なるように配慮し

ましょう。 

自己主張の強すぎる工作物は、突出感、違和感を与え、これまで培ってきた

地域の特性や周辺景観を損なうおそれがあります。栗山町を象徴する丘陵や田園の美し

い景観を活かすため、目立つ必要のない工作物は過度な主張を避け、周囲の自然景観や

建築物本体と調和する形態・意匠となるように配慮する必要があります。 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

建築物本体との調和に
配慮したすっきりとし
た形態・意匠とした例 
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③ 修景 

 

 

・塀や擁壁などは

分節した形状にし

たり、自然素材を

使用したりなど、

塀や擁壁そのもの

の威圧感を軽減す

る工夫や、壁面の

緑化や前面への植

栽などにより威圧

感を緩和させる工

夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

・威圧感を与える

立体の工作物を設

置する場合は、威

圧感を与えないよ

うに、沿道部など

に樹木等を植栽し

ましょう。 

道路等の公共空間の景観は、多くの人々が生活の中で日常的に目にするも

のです。このため、道路等に面した場所に工作物を設置する場合は、壁面処理を工夫し

たり、樹木の植栽を施したりするなど、歩行者等に威圧感、圧迫感を与えないよう配慮

することが重要です。 

 

・擁壁などについては、威圧感を軽減するよう、形状、素材感の工夫、壁面

の緑化、前面の植栽など修景措置を行う。 

・立体の施設は、外周部に樹木を植栽するなど修景措置を行う。 

基準 

全
区
域
共
通 

工作物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

形状の工夫 

擁壁を分節し、緑化し

た例 

素材の工夫 

素材に自然素材を使

用した例 

前面への植栽 

緑化や植栽を施し威

圧感を緩和させた例 

威圧感の軽減を図るた
め植栽を行った例 

道路 道路 
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④ 色彩 

 

 

・過度に鮮やかな

けばけばしく奇抜

な色彩の使用は避

け、落ち着いた低

彩度の色彩を基調

としましょう。 

・背景となる自然

景観や街なみの基

調となる色彩を十

分に考慮し、周辺

景観と調和する色

彩を基調としまし

ょう。 

 

 

・アクセント色と

して、けばけばし

い色彩を用いるこ

とができるのは各

立面面積の 1/5

以内とします。 

・多くの色彩を用

いる場合は、色彩

相互の調和と周辺

景観との調和を考

慮しましょう。 

 

工作物の色彩においても、建築物と同様に周辺の良好な環境と調和させる

ことが重要となります。また、多くの色彩やアクセント色を使用する場合も、建築物と

同様に全体としてのまとまりや周辺景観との調和を検討し、用いる色の数や、それら色

彩相互の調和、バランスに十分に配慮することが重要です。 

 

・工作物の表面は周囲と調和する目立たない色彩とする。 

・多くの色彩やアクセント色を使用する場合は、色彩相互の調和及びバラン

スに配慮する。 

基準 

全
区
域
共
通 

工作物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

周囲との調和 

アクセント色は各立面面積
の 1/5 以内 

周囲の自然景観や街

なみとの調和に配慮

した例 

周辺と調和しない奇

抜な色彩の工作物 
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⑤ 配置 

 

 

・できるだけ道路

等の公共空間から

離れた配置とする

など周辺からの見

え方に配慮した配

置としましょう。 

 

 

 

 

・周辺の自然環境

や地域文化など地

域の良好な景観資

源の展望に配慮し

た配置としましょ

う。 

 

 

 

・特に高さのある

工作物で、機能上

やむを得なく高さ

の基準を超えてし

まう場合は、でき

るだけ公共の場か

ら目立たない位置

に 配 置 し まし ょ

う。 

 

 

工作物は、その用途や機能に応じて高さや幅などボリュームのあるもの、

パイプ類が多数露出するものなど、周辺景観と調和しづらく異様な印象や威圧感を生じ

させることがあります。このため、工作物の配置にあたっては、道路等の公共の場から

の見え方に配慮し、周辺景観との調和を考慮した配置の工夫を検討する必要があります。 

・道路その他の公共の場所からの見え方に配慮する。 

・やむを得ず高さが、自然景観・農村景観区域で 13ｍ、まちなみ景観区域で

20ｍを超えるときは、できる限り目立たない位置に配置する。 

基準 

全
区
域
共
通 

工作物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

目立たないよう樹木
の奥に配置した例 

目立たないよう建物
の陰に配置した例 

道路等の公共の場 

工作物 

道路等の公
共の場から
見えにくい
敷地の奥側
に配置した
例 

道路等の公共の場 

景観資源 

主要な
展望地 

工作物が

展望の邪

魔となる 

中・遠景の景
観資源の見
通し等への
配慮 

景観資源 

主要な
展望地 
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⑥ 緑化 

 

 

・敷地内の樹木等

は保全し修景に活

かしましょう。 

・沿道や敷地外周

部には樹木を新た

に植栽するなどの

緑化を施し、周辺

景観との調和に配

慮しましょう。 

工作物等を設置する敷地内の樹木等の緑は、工作物の持つ威圧感や圧迫感

を軽減させる重要な役割を担います。このため、敷地内の既存樹木等を積極的に残し、

できるだけ修景に活かすとともに、沿道や敷地外周部については新たに樹木を植栽する

などし、周辺景観との調和に配慮することが望まれます。 

・既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化

に努める。 基準 

全
区
域
共
通 

工作物 

趣 旨 

留意点 イメージ 

修景に活かすために
既存の樹木等を保全 

沿道や敷地外周部
への植栽 

敷地内の 
樹木等 

道路 道路 
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■開 発 行 為 
■土地の形質変更 

現況の地形が大きく変化する開発行為や土地の形質変更は、その行為後に

生じる長大なのり面や擁壁が圧迫要因となって、周辺景観との間に不調和をきたすこと

があります。このため、できる限り現況の地形を変えないよう配慮するとともに、道路

等の公共の場から見える場所にのり面や擁壁が生じないようにする必要があります。 

 
 

 

・可能な限り既存

の地形や植生を活

かしましょう。 

・圧迫要因となる

長大なのり面や擁

壁が道路等の公共

の場から見える位

置に生じないよう

に 工 夫 し まし ょ

う。 

 

・できる限り自然の地形を活かすよう配慮し、道路その他の公共の場所から

見える箇所では、のり面・擁壁などの配置はできるだけ避ける。 基準 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

既存の地形 

擁壁が圧迫
要因となる 

既存の地形や植生を活かした開発行為の例 

既存の地形
を行かす 

可能な限り 
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開発行為や土地の形質変更によって生じた擁壁は、周辺景観との間に不調

和をきたし、威圧感や圧迫感をもたらします。このため、切り土や盛土によって生じた

のり面については、可能な限り擁壁とせずに、周辺の自然地形との調和に配慮した土羽

（突き固め）による仕上げとすることが望まれます。 

 

 

・切り土や盛土に

よって生じたのり

面は、圧迫感のあ

る擁壁とせずに、

緩やかなのり面と

して突き固めまし

ょう。 

 

・やむを得ず擁壁

を 設 置 す る場 合

は、その規模は最

小限に留めましょ

う。 

・生じた擁壁は、周

辺景観との調和に

配慮した仕上げ面

としたり、前面を

植 栽 し た りな ど

し、威圧感・圧迫

感の軽減を図りま

しょう。 

・切り土・盛土によって生じるのり面は、可能な限り土羽（突き固める）に

よるものとし、やむを得ず擁壁を設置する場合は、必要最小限に留めると

ともに、仕上げの工夫または前面の植栽などによる修景措置を行う。 
基準 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

建築物 

建築物 

建築物 

建築物 

土羽 

勾配を緩やかに
して突き固める 

圧迫感のある擁壁 

やむを得ない場合 

擁壁を分割し、表
面を緑化して圧
迫感を軽減した
例 

擁壁をセットバッ
クし、緑化するこ
とで圧迫感を軽減
した例 
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・樹姿又は樹勢が

優れた樹木は保存

しましょう。 

・保存が不可能な

場合は、移植も検

討し敷地内にでき

る限り緑を確保す

ることを検討しま

しょう。 

・緑の少ない箇所

は新たに植栽する

な ど の 緑 化を 施

し、周辺景観との

調和に配慮しまし

ょう。 

樹姿や樹勢が優れた樹木は、地域の景観を特徴づける重要な役割を果たし

ています。このため、このような樹木が敷地内にある場合は、これをできる限り保存す

ることが望まれます。また、新たに樹木を植栽するなど積極的に敷地内を緑化すること

によって、緑豊かな空間の創出に配慮することが望まれます。 

 

・既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化

に努める。 基準 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

樹勢の優れた
樹木の保存 

移植 

樹姿の優れた
樹木の保存 

緑の少ない
箇所の緑化 

駐車場が露出し
すぎないよう緑
化等で修景 
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■屋外における土石、廃棄物、再
生資源その他の物件の堆積 

 

 

・できる限り道路

等の公共の場から

離れた位置に堆積

するようにしまし

ょう。 

道路沿いなどに見られる土石や廃材、鉄骨等の資材などの野積みは、沿道

景観に違和感を生じさせます。このため、堆積する位置を工夫し、道路等の公共の場か

ら見えにくくすることが必要です。 

・屋外における物の堆積は道路その他の公共の場から容易に見える箇所での

堆積は避ける。 基準 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

道路等の公共の場から離れ
た位置とすることで、違和感
の軽減を図っている例 

道路等の公共の場 

堆積物 

道路等の公共の場 
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・できる限り積み

上げの高さを低く

するようにしまし

ょう。 

・さらに、道路等に

面する部分に遮へ

い効果の高い常緑

樹等により緑化し

ましょう。 

雑然と行われた土石や廃材、鉄骨等の資材などの野積みは、周辺景観との

間に不調和をもたらします。このため、やむを得ず道路等の公共の場から見えてしまう

位置に堆積する場合は、積み上げの規模を低くしたり、樹木等により遮へい措置を施す

など道路等から見えないようにする工夫が必要です。 

 

・やむを得ず堆積する場合は、周囲からの見え方に配慮し、出来る限り低い

高さに抑えるとともに、外周部に樹木を植栽するなど修景を行う。ただし、

その都度町と協議すること。 

基準 

全
区
域
共
通 

趣 旨 

留意点 イメージ 

道路等 

道路等に面する部分に常緑樹を植樹した例 

道路等に面する部分にルーバーを設置した例 

さらに 

積み上げる高さを低く抑える 

道路等 

道路等 

道路等 
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特定の地区における景観協定について 
 

特定の地区においては、景観法に基づく「景観形成基準」のほか、「景観協定」が締結されています

ので、建築物や工作物の建築、建設、増築、改築、移転の際は、該当する地区の景観協定に従う必要

がありますのでご注意下さい。 

 

●エコビレッジ湯地の丘 

【協定名称】：「エコビレッジ湯地の丘 環境づくりガイドライン」 

 

●ご縁通り地区（松風・朝日の２・３丁目の一部） 

 【協定名称】：「ご縁通り地区まちづくりルール」 

 

●栗夢ロード地区（中央２・３丁目の一部） 

 【協定名称】：「栗夢ロード地区まちづくりルール」 

 

●ふれあい回廊地区（錦３丁目の一部） 

 【協定名称】：「ふれあい回廊地区まちづくりルール」 

 

 




